
JMAT ニュースレター 

1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆  「 平 成 ２ ２ 年 版 レ ポ ー ト  海 難 審 判 」 の 発 刊 に あ た っ て  ・ ・ ・ ・ １  

◆  裁 決 事 例  

 ・ 漁 船 が 貨 物 船 の 前 路 に 向 け 左 転 し て ， 衝 突 し た 事 例 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ６  

 ・ 霧 の た め 視 界 制 限 状 態 と な っ た 伊 豆 大 島 沖 合 に て ， 両 船 と も 霧 中  

  信 号 も 安 全 な 速 力 と す る こ と も し な い ま ま ， 衝 突 し た 事 例 ・ ・ ・ ７  

 ・ 遊 漁 船 が 見 張 り 不 十 分 で ， 漂 泊 中 の モ ー タ ー ボ ー ト を 避 け ず に  

衝 突 し た 事 例 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ８  

 

◆ 「 平 成 ２ ２ 年 版 レ ポ ー ト  海 難 審 判 」 の 発 刊 に あ た っ て ◆  

 海 難 審 判 所 で は ， 当 所 の 現 状 ， 海 難 の 調 査 と 審 判 及 び 海 難 の

発 生 と 裁 決 に お け る 原 因 な ど を 掲 載 し た ，「 平 成 ２ ２ 年 版 レ ポ ー

ト  海 難 審 判 」 を 平 成 ２ ２ 年 １ ０ 月 に 発 刊 し ま し た の で ， そ の 概

略 を ご 紹 介 い た し ま す 。  

 な お ，「 平 成 ２ ２ 年 版 レ ポ ー ト  海 難 審 判 」 は ， 当 所 の ホ ー ム

ペ ー ジ に 掲 載 し て い ま す の で ， ぜ ひ ご 覧 下 さ い 。  

 http://www.mlit.go.jp/jmat/kankoubutsu/report.htm 
 
           ○ 掲 載 内 容  

            巻 頭 言  

            本 編  

             海 難 審 判 所 の 現 状  

              １  海 難 審 判 制 度 の 沿 革  

              ２  海 難 審 判 所 の 組 織 と 管 轄  
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 「 裁 決 に お け る 原 因 」 で は ， 平 成 ２ １ 年 に 裁 決 が 言 い 渡 さ れ た ２

６ ０ 件 ３ ８ ０ 隻 の 海 難 種 類 別 裁 決 件 数 及 び 船 種 ・ 海 難 種 類 別 裁 決 隻

数 な ど を 掲 載 し て い ま す 。  

 

 

衝突

103 件

(33件)

乗揚

66件

(18件)

衝突(単)
32件

(5件)

死傷等24件

(9件)

機関損傷15件

(1件)

転覆10件(5件)

遭難4件(1件)

沈没3件(1件) 火災3件(1件)

裁決件数

260件（74件）

 
（単位：隻）

　　　　　海難種類

　船  種

  旅　　　客　　　船　　 4 (2) 4 (0) 1 (0) 2 (0) 11 (2)

　貨　　　物　　　船 41 (16) 7 (2) 20 (5) 5 (0) 73 (23)

　油　　　送　　　船 9 (3) 4 (1) 1 (0) 14 (4)

　漁　　　　　　　 船 85 (23) 10 (2) 20 (7) 6 (3) 3 (1) 2 (1) 7 (0) 13 (6) 146 (43)

  引　　　　　　　 船 3 (2) 2 (1) 2 (1) 7 (4)

　押　　　　　　　 船 3 (2) 3 (1) 1 (0) 1 (1) 1 (0) 9 (4)

　作      業       船 1 (0) 1 (0) 2 (0)

  遊　　　漁　　　船 19 (8) 1 (0) 3 (1) 2 (1) 25 (10)

  はしけ（バージ） 2 (2) 2 (1) 4 (3)

  プレジャーボート 39 (10) 9 (1) 8 (1) 2 (1) 3 (1) 7 (2) 68 (16)

　交　　　通　　　船 1 (0) 1 (0)

　台　　　　　　　 船 1 (1) 1 (0) 1 (1) 3 (2)

　公　　　用　　　船 1 (1) 1 (1)

　瀬　　　渡　　　船 1 (0) 2 (1) 1 (0) 1 (0) 5 (1)

　そ　　　の　　　他 6 (1) 3 (0) 1 (0) 1 (1) 11 (2)

　合　　　　　　　 計 215 (70) 34 (6) 69 (19) 3 (1) 11 (6) 4 (1) 3 (1) 15 (1) 26 (10) 380 (115)
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 「 航 法 不 遵 守 に よ る 海 難 」 で は ， 海 上 衝 突 予 防 法 が 適 用 さ れ

た 事 件 及 び 港 則 法 が 適 用 さ れ た 事 件 の 原 因 数 な ど を ， ま た ， 航

法 不 遵 守 に よ る 海 難 の 裁 決 事 例 を 掲 載 し て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貨物船15隻

(5隻)

漁船15隻

(7隻)

プレジャーボート

4隻(0隻)

油送船3隻(0隻)

遊漁船3隻(1隻)

旅客船1隻(0隻)
引船1隻(0隻)

押船1隻(1隻)

 

船員の常務

22原因(7原因)横切り船の航法

11原因(4原因)

視界制限状態に

おける船舶の航

法

5原因(1原因)

各種船舶間の航

法2原因(1原因)
狭い水道の航法

1原因(0原因)
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 「 船 種 別 海 難 」 で は ， 旅 客 船 ， 貨 物 船 ， 油 送 船 ， 漁 船 及 び プ レ ジ

ャ ー ボ ー ト の 原 因 数 な ど を ， ま た ， 船 種 別 海 難 の 裁 決 事 例 を 掲 載 し

て い ま す 。  

 

0 1 2 3

船舶運航管理の不適切

航法不遵守

操船不適切

速力の選定不適切

信号不履行

服務に関する指揮・監督の不適切

見張り不十分 3(2)

2(2)

2(1)

2(1)

1(0)

1(0)

1(1)

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

居眠り

船舶運航管理の不適切

操船不適切

船体・機関・設備の構造・材質・修理不良

速力の選定不適切

信号不履行

航法不遵守

見張り不十分
17(6)

17(5)

9(2)

5(0)
3(0)

1(0)

1(1)
1(1)

0 2 4 6 8 10 12 14

船位不確認

報告・引継の不適切

服務に関する指揮・監督の不適切

針路の選定・保持不良

操船不適切

水路調査不十分

居眠り 13(2)

2(0)

2(2)

2(1)
2(1)

1(1)
1(1)
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ご 意 見 ご 要 望 は こ ち ら ま で  
 〒 1 0 0 － 8 9 1 8  東 京 都 千 代 田 区 霞 が 関 2 - 1 - 2  
  海 難 審 判 所  書 記 課  

 E - m a i l ： jmat@mlit.go.jp 
 T  E  L ： 0 3 - 5 2 5 3 - 8 8 2 ６  
 F  A  X ： 0 3 - 5 2 5 3 - 8 9 4 7  

 U R L （ ﾎ ｰ ﾑ ﾍ ﾟ ｰ ｼ ﾞ ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ ）： http://www.mlit.go.jp/jmat/index.htm 

衝突 85隻(23隻)

乗揚 20隻(7隻)

死傷等 13隻(6

隻)

衝突(単) 10隻(2
隻)

機関損傷 7隻

転覆 6隻(3隻) 遭難 3隻(1隻) 火災 2隻(1隻)

0 10 20 30 40 50 60 70

速力の選定不適切

報告・引継の不適切

灯火・形象物不表示

服務に関する指揮・監督の不適切

居眠り

信号不履行

航法不遵守

見張り不十分 63(15)
16(8)

10(3)
6(2)

2(1)
2(0)
1(0)
1(0)

0 5 10 15 20 25 30

灯火・形象物不表示

信号不履行

航法不遵守

見張り不十分 27(9)

4(0)

3(0)

1(1)

0 1 2 3 4 5

船舶運航管理の不適切

速力の選定不適切

報告・引継の不適切

灯火・形象物不表示

服務に関する指揮・監督の不適切

信号不履行

航法不遵守

見張り不十分 5(2)
3(0)

3(1)

2(1)

1(0)
1(1)
1(0)
1(1)



JMAT ニュースレター 

6 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

Ｓ丸 

海難の概要  

 水納島南方沖合において，Ｋ丸は，無難に航過する態勢のＳ丸の前路に向けて左転を繰り返し北上中，またＳ丸

は，警告信号を行わず，衝突を避けるための措置をとらないまま南下中，衝突した。衝突の結果，両船に損傷を生

じさせるとともに，Ｋ丸の乗組員3人が肺挫傷等により死亡した。 
（裁決は，http://www.mlit.go.jp/jmat/saiketsu/saiketsu_kako/22nen/naha/nh2208/21nh003.htmlからご覧いただ

けます。） 

漁 船 が貨 物 船 の前 路 に向 け左 転 して，衝 突 した事 例  

Ｓ丸：貨物船 9,813 ﾄﾝ 乗組員11人 乗用車88台 コンテナ186個等 阪神港大阪区→那覇港 
一等航海士：四級海技士（航海）免許 懲戒：1箇月停止 

Ｋ丸：漁船 14.73 ﾄﾝ 乗組員6人 那覇港新港ふ頭小船だまり→同港北方沖合の漁場 

船長：小型船舶操縦士免許 懲戒：1箇月停止 
操縦者：操縦免許なし 

発生日時場所：平成20年10月23日04時52分 

沖縄県国頭郡本部町水納島南方沖合 
気象海象：晴 風力1 北北東風 下げ潮中央期 視界良好 

事 例   

① 

沖縄県水納島南方沖合 

03時30分 
一等航海士が二等航海士から当
直を引き継ぎ，甲板手を手動操舵
に当たらせ，進行。 

04時39分 
船首方約 6 海里のところにＫ丸
のマスト灯を初認。 

04時45分半 
自船の船位が予定針路線より左
方に偏位していたので，右転して
Ｋ丸を左舷側に見る態勢とする
ことにし，右転を開始。 

04時48分少し前 
Ｋ丸が左転したことに気付き，自
船の存在を知らせてＫ丸に右転
を促すつもりで，昼間信号灯によ
る短5回の点滅信号を行い，予定
針路の214度で続航。 

04時48分わずか過ぎ 
両船が同じ針路及び速力のまま
進行すれば，Ｋ丸の船首方を無難
に航過する態勢であったところ，
Ｋ丸が左転を始め，その後，小角
度の左転を繰り返しながら，新た
な衝突の危険がある態勢で接近
したが，昼間信号灯による点滅信
号を行ったので，いずれ自船の進
路を避けるものと思い，警告信号
を行わず，また大幅に減速するな
ど，衝突を避けるための措置をと
ることなく続航し，衝突。 

03時ごろ 
船長は眠気と疲れを感じたので
休息を取ることとし，操舵室に
いた操縦免許を有しない者に単
独で操縦させることとした。 

Ｋ丸 Ｋ丸 船長 → 操縦者 平素，何かあれば起こすように言っ

ており，改めて指示するまでもないと思い，接近する他船を

認めたときには報告するよう具体的な指示をしなかった。 

04時45分 
正船首方やや右舷側 3.0 海里に
Ｓ丸のレーダー映像を初認。 

04時47分 
Ｓ丸が正船首方やや右舷側 2.0
海里に接近したが，接近する他
船を認めたときの報告について
具体的な指示がなかったので，
船長に報告しないまま，水納島
寄りに左転してＳ丸を右舷側に
替わすことにし，005度に転じて
続航。 

04時48分わずか過ぎ 
Ｓ丸が自船の前路に向かって接
近してくるので，両船が同じ針
路及び速力で進行すれば，自船
の船首方を無難に航過する態勢
であったが，距離を広げるつも
りで約10度左転したところ，依
然として，右前方から自船の前
路に向かって接近するので，そ
の後，Ｓ丸の前路に向けて 5 度
ないし10度の左転を繰り返し，
Ｓ丸に対し新たな衝突の危険を
生じさせる状況となったまま続
航し，衝突。 

船長は自ら操船指揮を執れるよう報告の指示の徹底を！ 

 他船が接近したときなど，船長が操船指揮を執れるよう，船長はどのようなときに当直者に報告をさせる

か，具体的な指示の徹底をするとともに，当直者は必ず船長に報告するようにしましょう。 
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Ｔ号 

Ｙ丸 

霧のため視界制限状態となった伊豆大島沖合にて，両船とも

霧中信号も安全な速力とすることもしないまま，衝突した事例 

Ｙ丸：貨物船 199 ﾄﾝ 乗組員3人 合成樹脂原料126ﾄﾝ 清水港→京浜港川崎区 
船長：五級海技士（航海）免許 懲戒：1箇月停止 

Ｔ号：貨物船(マレーシア船籍) 5,555 ﾄﾝ 乗組員20人 空倉 木更津港   
発生日時場所：平成21年7月７日22時04分少し過ぎ     → 阪神港神戸区 

伊豆大島西北西方沖合 
気象海象：霧 風力4 南南西風 下げ潮末期 視程約200ｍ  

微弱な北向きの海潮流 

海難の概要  
 霧のため視界制限状態となった伊豆大島西北西方沖合で，両船とも，霧中信号を行うことも，安全な速力に減じ

ることもせずに航行中，衝突した。衝突の結果，Ｙ丸は船首部を圧壊するともに球状船首の右方への曲損を生じ，

Ｔ号は右舷船首部に破口を伴う凹損を生じた。 
（裁決は，http://www.mlit.go.jp/jmat/saiketsu/saiketsu_kako/22nen/yokohama/yh2208/22yh017.html  
からご覧いただけます。） 

事 例   

② 

伊豆大島西北西方沖合 

21時52分 
霧により視程が約
200ｍの視界制限状
態の下，船長は二等
航海士とともに見張
りに当たり，11.1ノ
ットの速力で，自動
操舵により進行。 

21時56分 
左舷船首 3.0 海里
にＴ号の映像を初
認したが，霧中信号
を行うことも，安全
な速力にすること
もなく，同じ針路，
速力で続航。 

21時57分半少し前 
Ｔ号が2.5海里に接近
し，このまま進行する
と同船と著しく接近
する状況であると判
断したが，Ｔ号との行
き会い関係を解消す
るため，針路を左に転
じ，続航。 

22時01分半わずか前 
Ｔ号が右舷船首1.0 海里になり，このまま
続航すると著しく接近することを避けるこ
とができない状況となったが，左転したに
もかかわらず，Ｔ号の映像に明確な方位の
変化が認められなかったことから，右転す
ればＴ号と左舷を対して無難に航過できる
ものと思い，針路を保つことができる最小
限度の速力に減じることも，また，必要に
応じて停止することもなく，続航し，衝突。 

21時40分 
霧により視程が約 0.5
海里の視界制限状態
の下，三等航海士は甲
板部員とともに見張
りに当たり，11.2ノッ
トの速力で，自動操舵
により進行。 

Ｔ号 三等航海士 
船長から視界が悪

くなったら知らせ

るようにとの指示

を受けていなかっ

たため，船長に報告

せず。 

21時52分 
Ｙ丸の映像を右舷船首 4.5 海
里に初認したが，左舷船首を航
行している 2 隻の西行船に後
続すれば，Ｙ丸が接近してくる
ことはないと思い，霧中信号を
行うことも，安全な速力にする
こともしないまま，続航。 

21時57分半少し前 
依然，西行船に後続
すればＹ丸が接近
してくることはな
いと思い，レーダー
による動静監視を
十分に行うことな
く，小刻みの左転を
続け，続航。 

22時01分半わずか前 
Ｙ丸が右舷船首1.0海里になり，
このまま続航すると著しく接近す
ることを避けることができない状
況となったが，依然，動静監視不
十分で，このことに気付かず，針
路を保つことができる最小限度の
速力に減じることも，また，必要
に応じて停止することもなく，こ
のときＹ丸が右転したことにも気
付かないまま，続航し，衝突。 

霧中では早め，早めの動作を！ 

霧中での左転は原則禁止です。右転，減速は早めに大きく！また，危ないかなと不安を 

感じたら，大幅な減速あるいは停止するようにしましょう。 
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海難の概要  

 平館港において，Ｋ丸は遊漁を終えて帰航中，Ｄ丸は釣りを行いながら漂泊中，衝突した。衝突の結果，Ｋ丸は右舷船首部

外板に擦過傷を，Ｄ丸は船首部ブルワークに破損等を負った。 
（裁決は，http://www.mlit.go.jp/jmat/saiketsu/saiketsu_kako/22nen/sendai/sd2206/21sd033.html からご覧いただけます。） 

遊漁船が見張り不十分で，漂泊中のモーターボートを避けずに衝突した事例 

Ｋ丸：遊漁船 4.9ﾄﾝ 乗組員1人 釣り客7人 青森県平館港→津軽半島北岸沖合の釣り場 
      船長：小型船舶操縦士免許 懲戒：1箇月停止 
Ｄ丸：モーターボート 7.11m 乗組員1人 同乗者2人 平館港(漂泊中) 

船長：小型船舶操縦士免許 懲戒：戒告 
発生日時場所：平成21年8月8日11時30分 青森県平館港 

気象海象：晴 風力2 東南東風 上げ潮初期 

事 例  

③ 

青森県平館港 

11時20分半 
遊漁を終え，帰途に就く
こととし，15.0 ノット
の速力で，手動操舵によ
り進行。 

11時25分 
平館港の防波堤入口方向を一べつして
平館港東防波堤灯台を確認したものの，
同防波堤入口東方約 300m のところで漂
泊中のＤ丸を見落とし，針路を277度に
転じ，船首死角が生じた状態で続航。 

Ｋ丸 約15ノットの速力

で航行すると船首部が浮

上し，正船首から両舷各12

度の範囲に水平線を見通

すことができない死角が

生じていた。 

11時29分 
衝突のおそれのある態勢でＤ丸に接近したが，転針
するとき，防波堤入口方向を一べつして他船が見当
たらなかったことから，他船はいないものと思い，
船首を左右に振るなど船首死角を補う見張りを十
分に行わなかったので，Ｄ丸に気付かず，レーダー
を見ることもなく続航し，衝突。 

Ｄ丸 レーダー及び汽

笛の装備はなく，有効な

音響による信号を行う

ことができる手段が講

じられていなかった。 

11時25分 
南方に向首する態勢で漂泊していたとき，左舷
正横少し前方1.3海里のところに，自船に向首
する態勢となったＫ丸の船首部を初認し，同船
の船首部が操縦席が隠れるほど浮上している
ことから，自船に気付いていない可能性がある
と考え，Ｋ丸に対する動静監視を続けた。 

11時29分 
Ｋ丸が左舷船首460mとなり，その後衝突のおそ
れのある態勢で接近することを認めたが，同船
が間もなく入港に備えて減速し，漂泊中の自船
に気付いて避航動作をとるものと思い，有効な
音響信号装置不装備で避航を促す音響信号を行
わず，機関を始動して移動するなど衝突を避け
るための措置をとらずに漂泊を続け，衝突。 

音響信号の備えを！ 

 平成22年1月から9月までに言い渡した裁決の衝突事件99件のうち，約4割の36件が錨泊・漂泊中

に発生しています。錨泊・漂泊中は他船から見落とされがちです。有効な音響による信号を行うことが

できる手段を講じ，他船が近づいたら，鳴らすようにしましょう。 

08時30分 
陸岸から約 400m 沖合
の平館港港域内に至
り，機関を停止して漂
泊し，釣りを始めた。 

Ｋ丸 

Ｄ丸 

ＪＭＡＴニュースレターは，今後も更に内容の充実を図っていきたいと思いますので，皆様のご意見，ご要望をお待ち

しております。 


